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創立100周年記念事業
特別講演会

　創立１００周年を迎えるに当たり、院内では実
行委員会を立ち上げ、式典部会、講演会部会、
記念誌部会、記念品部会の４部会が組織されま
した。
　講演会部会では、より多くの市民に当院の方
針等について理解を深めていただき、市民に寄
り添う病院の姿を発信することを目的として、講
演会を企画することになりました。
　どのような構成で企画することが目的を達成
できるのか部会内で協議し、準備を進めていき
ました。
　ゲストの選定、広報及び周知の在り方や100
年の歴史を振り返る機会の提供など、様々な視
点からより良い方法を模索しました。
　より多くの市民に来場していただくために、院
内及び公共施設等へのポスター掲示、マルマエ
ホール出水入口への看板設置、市内の食料品店
の駐車場周辺でのチラシ配り、当院のホーム
ページ及び公式インスタグラムへの掲載、市広
報紙への掲載、市公式LINE及び同報無線放送
での発信や職員による友人、知人などへの呼び
かけを行いました。

■ 準備 ●　周知用ポスター　●
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　１２月８日、マルマエホール出水で創立１００
周年記念事業　特別講演会が開催されました。
　まず、第1部として、当センター花田院長から、
ラグビーは文化である～ラグビーから学ぶ組織づ
くり～と題して講演があり、学生時代からこよな
く愛するラグビーの経験を基に、これからの将
来に向け、困った人に寄り添う病院でありたい
との想いを訴えました。

　第２部では、当センターで研修医時代を過ご
された形成外科医師と精神科医師の現役医師音
楽ユニットのInsheart（インスハート）による
ミニコンサートがあり、患者との会話や手紙など
から感じ取った想いを歌詞に込め、透き通った
歌声を響かせ、来場者の中には涙を流し感動さ
れる姿も見受けられ、心癒されるコンサートとな
りました。

　最後に第３部として、インスハート、鮫島病院
事業管理者及び花田院長によるトークセッショ
ンが行われ、インスハートが音楽活動を始めた
きっかけや作曲時に大切にしていることなどが話
されました。

　また、ロビーでは、１００年を振り返るパネル
や当センターの活動報告ポスターなどを展示し、
当センター周辺の昔の風景や米ノ津公会堂での
竣工式の様子などに懐かしいなどの声が聞かれ
ました。
　アンケートに寄せられた意見には、これからも
地域医療の拠点として頑張ってほしいなどの記載
が見られ、市民に信頼される医療を提供し続け
ることが重要であると再認識する講演会となり
ました。

■ 当日

現役医師音楽ユニット：インスハート

花田院長講演
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